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【課題の概要】 
本研究は、高強度光場と固体物質との相互作用に起因した

極端な非線形光学現象の学理を構築することを目的とする。 
応募者らは半導体やグラフェン等に中赤外からテラヘルツ

光の短パルスレーザーを照射することによって紫外域に及ぶ

高次高調波の発生を観測しているが、強相関電子系材料等が

示す奇異な現象のメカニズムを解明することによって、広範

な種類の物質との相互作用を網羅した高強度光場科学の学理

を構築することを目指す。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
半導体やグラフェン等の物質での高次高調波発生のメカニ

ズムが、強相関電子系や励起子絶縁体等の物質では異なるこ

とを示す予備的成果を基に、本研究によって高次高調波発生

のメカニズムが統一的に解明される可能性が高い。 
本研究の遂行によって、非線形光学の学理のフロンティア

を拡張すると同時に、物質科学等への利用と展開など、学術

的に大きな波及効果が期待される。 

 


